
第３号様式（第15条関係）

事業者排出趣削減報告書

注１麟当するロには、レ印を妃入してください．幹定率弗考以外のち醐醒｢の方はし印の混入は不要です。

２「韮、年度」とは計画期間の前年度を、「ロ楓年度」とは叶画痢問の丑緋年度を、「Oa告年度」とは肝画期､qのうち．今回報告の対象となる年度をいい虫す．
８１辮亜灘磐倉し墾京蕊内P審馨所鱒Q蕊這GIP唱惣室止需=壁用(皀儒い牙生す§廻室効采ｶﾞﾕを、［輸送車両排出区分」とは目､b車返送事典者については使用の鞠の位丘を京都府内とす
？#P肖愛狐宜効果ｶﾞｽを､鉄道鍾呑につし､ては鰊する貨物車両又は掠奪五両の排出する厘竃鍋兵刃又をＢＴその他繩趨ＴＺ同王祀繭昴粛添丙驍癩奉蟻議房隷繊に鰊謹掩hi最ｊｈ
を}､います。

４」庶錘塗2の廻璽釆潅蠅量等｣の｢用途区分｣には.ＣＯ工場､率務所などの用還を配入してください．「nK単位の柑楓｣には.分子の｢二HQ化』灘緊換算｣の下に繩となる扣棚(生西牧企.延べ
閥、走行兎前等》を混入して<超さい。

６「その他の地球沮哩化対策による泡室効果ガスの１１J旗色等」のうち「森林の保全及びﾛ雌H」の「目栩年度（叶囲）」欄IこはH画期間中の目楓の累計を、「報告年度（実紙）」祖には実HHの県叶匿１日入して<だ

６蝿曄勲Ｅは:_乎騨2年度（’９９０年度)を茜珀とした排出辻の対比や､省エネ製品閲発など他宕の担室効果ｶﾞｽ排出削城への宜欧､グリーン演迎の採用.特定フロンなどの条例柑定外の糊密輸采ガス
などを胆入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地〕

京都府城陽市奈島生p1B番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

黒川ダイドウ株式会社代表取締役多田良人

事業者の主たる
業種 染色墨ﾛｴﾛ輩

砿当する事業者
要件 ロ京都府地球i凰暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（U;[油に換算して1,500キロリットル以上〉）

匠濡ii露iifi齪化鐡鏑条例施行規鳳Ⅲ鰯10条蕊2号又憾鰯3号鱗当事叢霄(大規模運送率鑿着(ﾄﾗｯｸ又獄ﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ15゜台以上/鱗適率爾
、
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

針画期間 二Ｕ〒４月～Ｚ。手３月

基本方針

同業者問の経営統合により、生産数量及び内容の拡充を図るが、エネルギー消費において鐘及び原単位とも統合前の水蝋以上をめざす。

推進体制

社長を委員長とする省エネルギー委員会にて削減計画を作成し、進捗状況を把握して省エネルギー対策を推進する。

顔境マネジメントシステム名称

適崩範囲

収1斗雫月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
腫の状況

年度

２０ 

２１ 

２２ 

股備、対象、工程等

連続ウィンス

各1蝋械

各機械

措腫内容

悪鰯と沮足名瀞の印ZD1Tけ

トフツフの，とﾖBG

1米】且旗伽の異j塀Ｔ

温室効果
排出鮭等

ガスの

排出区分

Ａ事粟所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実j鼠Iに対する自己評価

遷率雫度（実imi）
（１９）年度
(二敗化炭竃換算）

ロＴ曰ｑＴ－ｐ上ｌｈｉＩ四1Ｊ

(二敗{

２２ 

と』#t索換棟）

増減率
(計画）

鞄青上F1虻（栞澗）

（２１）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

90967.0ｔ l２Ｄ９０ａＯｔ 29.5％ 90785.7ｔ -1.8％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 船

16.8ｔ 14.3ｔ -14.9％ 14.7ｔ -12.5％ 

*１9,983.8ｔ *２120922.3ｔ 29.4船 ＊４ 90800.4ｔ -1.8％ 

生産数避が大幅に落ち込んだため、エネルギー使用鐘も減少し炭酸ガス排出蛍は削減計画値より少抜く目標を達成した。
原単位当たりの

温室効果ガス排
出愈等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換厘(kR）

生産量(ヤード）
二酸化炭素換項〔

二回劃上炭素換亙

実績に対する自己評価

基鏑年度（実績） 目標年度（計画） 199減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

Ｕ５１９ ｑ５７１ 10.0船 0.557 7゜４船

船 船

船 船

原単位は加工数麸が減少すると悪化する傾向があるが、
をさらにすすめ、原単位の改善を図る必要がある。

２１年度も目標は達成したものの昨年比３％低下している。省エネ

その他の地球温

暖化対策による
i且室効果ガスの
削減壁等

対策等の区分

森林の保全及び整ｉｉｉ

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の鯛入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減園薄合計

目標年度（針画）

取組丘埣 (＝欧化炭索換算）

(且備面ＹＨ） hａ (賎収且） ｔ 

【利用公） Ⅱ、、 (削減丘） ｔ 

(兜馳仕） kwｈ (削減丘） ｔ 

(暗供給且》 0Ｊ (削減且） ｔ 

(購入丘〕 kwｈ (削減丑】 ｔ 

(購入且） ｔ (削減且） ｔ 

＊曰ｔ

報告年圏 (実績）

取組泣埣 (＝酸化炭素換算）

(塾側面1】I） hａ (吸収凸） ｔ 

(利用企） ZｎＵ 1M滅丘） ｔ 

(死、丘） kwｈ 1M械氏） ｔ 

(鴎供給企） GＪ 111域且） ｔ 

(碑入丘） kwｈ Ｉ11減且） ｔ 

(屏入丘） ｔ (削域丘） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合叶－１１Ｉ減停合計）

基蝋年度（実績）

＊１9,983.8ｔ 

目標年度（叶画）

(地】-(００〕12,922.3ｔ

増減率（Hf画）

29.4％ 

報告年度（実績）

〔qlD･I⑤9,800.4ｔ

増減率（実績）

-Ｌ８％ 
地球温暖化対策
に資する社会賞
戯活動

特記事項

平成２０年度の経営統合により生塵数量の拡大を見込んでおりましたが、厳しい市況下で受注が増えず加工数鍾及び二酸化炭素排出麓も経営統合前の水噸に近
くなっております.


